
散りゆく秋（日野町・本誓寺）�

●平成１７年度滋賀県一般会計補正予算について�

●滋賀県立大学の地方独立行政法人化について�

●滋賀県議会の議決事件を定める条例の一部改正について�

　不要となった経費を精査し、残った財源を緊急に処理を要する事業に振り
向けるとともに、将来に備えるなどの措置を講じたことによって１１億３,０４０
万円を減額する一般会計の補正予算を可決しました。�
　補正予算では、アスベストによる健康被害に対する県民の皆さんの不安に迅
速に対処するため、大気中への飛散防止対策や県有施設のばく露防止対策な
ど、緊急かつ総合的なアスベスト対策を講じるための経費が盛り込まれました。�
　また、水産資源の維持培養と海の環境保全に対する意識の高揚を図ること
などを目的として毎年開催されている「全国豊かな海づくり大会」について、
平成１９年度第２７回大会の招致、開催に関する経費が計上されました。�
�
�
　滋賀県立大学については、少子化が進む中、個性的で競争力のある大学を
目指して地方独立行政法人化に向けた準備が進められており、９月定例会で
は、平成１８年４月の法人設立に必要な定款や条例の制定を可決しました。�
�
�
　河川法に基づき国が定める河川整備計画について知事が意見を述べる際は、
あらかじめ議会の議決を必要とすることを内容とする改正条例が議員提案さ
れ、これを可決しました。�
�

　滋賀県議会は、９月定例会を９月２２日から１０

月１４日までの２３日間の会期で開きました。�

　今回の定例会には、「滋賀県議会の議決事件を

定める条例の一部を改正する条例案」をはじめ

とする議員提出議案２件と「平成１７年度滋賀県

一般会計補正予算（第４号）」をはじめとする

知事提出議案３３件の合計３５議案が上程されまし

た。これらの審査を行った結果、決算特別委員

会を設置して閉会中に審査されることとなった

「平成１６年度滋賀県一般会計および各特別会計

歳入歳出決算の認定を求めることについて」ほ

か３件を除いて、いずれも原案のとおり可決、

承認または同意しました。�

　また、本会議における代表質問、一般質問、

質疑および討論には、延べ３２人の議員が登壇し、

県政全般にわたって論議を展開しました。�

　さらに、各委員会においては、付託された各

議案、請願その他所管事項について審査および

調査を行いました。�

1 第 35 号

会派別議員数
自由民主党・湖翔クラブ…28人

県民ネットワーク…12人

日本共産党滋賀県議会議員団…２人

公　　　明　　　党…１人�

定数47人　　　　現員43人
（平成１７年９月２２日現在）�
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